
 2022年度 シラバス 日本工学院専門学校

対象 ２年次 開講期 前期 区分 選択 種別 講義 時間数 15 単位 1

担当教員
実務
経験

有 職種

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回 Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座④

成績評価方法

2022年度　日本工学院専門学校

音響芸術科

資格対策講座３

吉田　光宏 ミュージッククリエイター/AVID認定トレーナー

授業概要

Avid Learning Patnerが実施するProtools ProductionⅠ(PT201)の資格取得に向けProtools認定試験に特化した知識を習得する。通常授業の科目を
ベースに過去問題の出題形式に沿った問題を出題し、解答を解説する。

到達目標

Protools ProductionⅠ(PT201)及びProtools ProductionⅡ(PT210)の試験合格及び、Avid Protoolsを使用したデジタルオーディオ編集及びミキシン
グにおける基本的な能力を証明する事を目標とする。

授業方法

　Avid認定のProTools201テキストを使用する。こちらにはProTools全般の操作と様々な用語が解説されている。一見、難解な専門用語も多くあるた
め、経験ある講師によって具体的な操作を用いながら解説される。講義教室での解説にはProToolsの画面を表示しながら、実際に現場で使われた音素
材を参考にどのように変化していくか、聞きながら学ぶ事になる。音で聞きながら目でも確認することを心がけて参加する。

担当教員紹介

作曲家/アレンジャーとして数多くの音楽制作に関わり、Avid認定プロツールストレーナーとして従事。 Avid認定の最上位資格である310Mを取得して
いる。

授業計画

Protools ProductionⅠ(PT201)についての概要　

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座①

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座②

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座③

試験・課題　90％　授業内容を理解し試験によって評価する
平常点　　　10％　積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

履修上の注意

この授業では、音を扱うプロとしてノイズと捉えられる授業中の私語や受講態度などには厳しく対処する。公共交通機関の影響によるやむを得ない理
由をのぞき遅刻や欠席は認めない。授業時数の４分の３以上出席しない者は試験を受験することができない。

教科書教材

Avid認定のProTools201テキスト
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第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回 試験前　授業総復習

2022年度　日本工学院専門学校

音響芸術科

資格対策講座３

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑥

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑦

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑧

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑨

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑩

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑪

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑫

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑬

Avid Learning Patnerによる　Protools ProductionⅠ(PT101)　対策講座⑤


